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概要 

○ 乱気流は、国際民間航空機関（ICAO）が公表した Safety Report 

2025 において、2024 年に発生した大型機事故の最多カテゴリーと位

置付けられ、航空安全上の重要課題の一つに挙げられている。 

○ 現行の乱気流予報システムは、広域な予報しか得られず、更新の頻

度も少ないため、運航判断に十分ではない場合がある。 

○ 本研究開発では、地球全体の予報、細密化した解析、フライト中に

得られる気象情報などを統合的に利用することで AI 統合型リアルタ

イム乱気流予測システムを構築し、実用レベルの情報を提供する。 

効果 

○ 乱気流の予測精度と情報更新間隔を向上させることで揺れによる負

傷のリスクを低減し、乗客・乗員の安全水準を革新的に引き上げる

ことが可能となる。 

○ 迂回や予備燃料搭載を抑制できる可能性があり、CO₂排出削減という

環境面の効果も期待できる。 

○ 着陸地変更も抑制できる可能性があり、乗客の負担低減に繋がる。 
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